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 銅は生体内で多 くの金属酵素の構成成分として存在
し,不 足すると血漿セルロプラス ミンが減少 して,鉄
の利用阻害による貧血の起 ることは古 くか ら知られて
いた。近年生体内で多 くの銅含有酵素が発見され,そ
の中にはコラーゲ ンやエラスチンの分子間架橋の形成






を減少 させ,必 要量を摂取 していない人 も存在すると
思われる。現在多 くの国で銅は亜鉛とともに栄養所要
量に加え られている。わが国では1昨 年8月 より人工
乳に銅,亜 鉛の添加が認められ,調 製粉乳に添加 され
るようにな った。完全食品として考え られている牛乳,





 微量金属の含有量は同一名の食物,飲 料水で も変動
が大きいために,摂 取食物より各個人の摂取量を求め





量か ら個体の金属充足度を推定す ることは危険を伴 う。
さらに吸収 ・排泄には個体の適応 も考える必要があ る。






61年 の間に飼育 したWistar系(W)お よびSprague・
Dawley系(SD)に ついて毛,肝 臓,腎 臓 心臓,脾




1 実 験 方 法
京都女子大学食物学科栄養学第2研 究室
 表1の 組成のタ ンパ ク源としてカゼイン20%を 含む
ものを基本食 とした。無機塩の標準組成は表2で,塩
類は試薬特級を用いた。カゼイ ンは市販酸カゼイ ン,
コンスターチ,蕪 糖は市販品を購入 し,銅 ・亜鉛等の
定量を行い,こ れに基いて無機塩中の銅 ・亜鉛量を調
節 した。カゼイン中の銅量はバ ラッキが大 きく,実 験

















































































Controoll (Cu 4.0 ppm) 
(N=5) 
Deficient (Cu 1. 2 ppm) 
(N=5) 
A B B A 
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Diet Cu μg/g Hair Diet Cu μg/g Hair 
Cu-4汽Zn-10キ 12.26十0.91ネ牢本 Cu-l. 2*， Zn-10本 4. 56 + O.90**本
Cu-4， Zn-7本 13.14十1.21
Cu-4， Zn-1250本 6.70十1.20 Cu-l. 2， Zn-1250水 3.35+ 1.10 
Cu-4， Zn-4000本 5.57+0.99 
Cu-4， Sn-3000本 4.55十1.20 Cu-l. 2， Sn-3000* 3.65十0.50
Cu-4， N a-poly-P林 1あ 6.20+1.14 
Cu-4， N a-poly-P 25ち 4.85十0.65




(Cu 4 ppm) (Cu 1 ppm) 








11.05十 1.20*μg/g 5.26+ 1.64*μg/g 
12.03+ 2.76 5.34+ 1. 88 
25.94+ 7.68 10.12+ 1.43 
20.24+ 1. 34 10.46+ 2.13 
6.49+ 0.89 3.55+ 0.78 
6.03+ 1.85 3.18十 0.55
121.9十25.6μg/dl 35.5 +13.8μg/dl 













































Diet Controll Cu 1キ(A) A十VC A十IVC
(N =16) (N =16) (N=4) (N=4) 
Hair 10.55+ 2.85μg/g*ヰ 8.50十1.46μg/g** 6.36+ 1.16μg/g事* 7.55十1.34μg/g事事
Liver 12.44十1.59 7.01十 3.05 6.43+ 1.51 5.79+1. 10 
Kidney 26.39+ 9.06 12.10+ 1. 43 8.80十1.02 9.64+1. 06 
Heart 18.93十 2.96 12.38十 4.95 12.07+2.13 11.97+ 1.19 
Spleen 5.40十1.01 1. 13+ 1.00 2.84+0.70 2.57+0.64 
Plasma 136.1 +22.6μgidl 46.8 +22.7μg/dl 27.5 +2.9μg/dl 32.5 +8.7μg/dl 
SD早(Feedingperiod 4 weeks) * Cu 1μgjgDiet キキ ST.DEV 
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表7 飼育期間の変化が毛と組織の相関関係に与える影響
Feeding period sex Hair-Liver Hair-Kidney Hair-Plasma 
4 weeks SD 合 0.7922 (N =32) O. 6136 (N = 32) O. 6096 (N = 32) 
6 weeks SD 合 0.8475 (N =28) O. 8023 (N = 28) 0_ 6241 (N =27) 
8 weeks SD 合 O. 8823 (N = 18) O. 5897 (N = 13) 0.8113 (N =18) 
4 weeks SD平 O. 6691 (N = 26) 0.4094 (N =14) 0.7107 (N =20) 













































r = 0.886 
y= 2.433 + 0.622 X 
• 
2 4 6 8 12 14 16 
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0.7485 (N =104) 
0.7054 (N = 72) 
0.8294 (N = 70) 
0.1083 (N = 60) 
0.7192 (N = 95) 




Hair-Heart W 6" 
Hair-Spleen W 合
Hair-Plasma W 6 






0.8863 (N =110) 
0.8324 (N =105) 
0.3239 (N = 85) 
0.8186 (N = 20) 
0.8270 (N = 65) 
0.3890 (N = 69) 
0.7456 (N = 20) 
0.8049 (N =110) 
0.8109 (N = 80) 
Yμg/g=0.591十1.747 X 
Yμg/g=4. 496+1. 088 X 
Yμg/g=1.128十0.258X 
Yμg/dl=ー 37.829十15.603 X 
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